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　ヴィルヘルム・ブッシュ（1832～1908）の名前を聞いて，私たちがまず思い浮べる作品と言えば，
やはりあの『マックスとモーリッツ』（Max　und　Moritz，1865）だろう。確かに，二人のいたずら坊
主が繰り広げるこのおかしな物語がなかったら，絵物語作家ブッシュの名は今に残らなかった。しか
し，彼の作品が初めて本という形で出版されたのは，rマックスとモーリッツ』が世に出る一年前の
1864年のことだった。それが四つの絵物語から成る『ビルダーポッセン』（Bilderpossen，1864）な
のだが，残念ながらブッシュの代表作にはならなかった。またこの本は，その後の作品に比べるとま
だ未熟さも残っている。けれどもこの絵物語はすでに「ブッシュらしさ」に満ちあふれている。ブッ
シュ作品の特徴，さらには，やがて発展してゆくブッシュ特有の技術や才能が，この本の随所に見え
隠れしているのだ。私たちは『ビルダーポッセソ』を検討していくことによって，おのずとブッシュ
の作品が持ついろいろな要素を見ることができるだろう。
『ビルダーポッセン』が出版されるまで
1．　出版のきっかけ
　『ビルダーポッセソ』が出版されるきっかけとなったのは，ブッシュとリヒター親子との出会いだ
った。父親のルートヴィヒ・リヒターは19世紀もっとも人気のあった挿絵画家の一人で，グリムの
メルヒェソや，昔話，伝説などに美しい挿絵を添えた。
　ルートヴィヒ・リヒターとブッシュの出会いは，1858年の夏のことだった。このときリヒターは
滞在先のイタリアから帰郷し，ブラネンブルクの芸術家村を訪れていた。ブッシュは芸術家グループ
Jung－MUnchenの仲間たちと，この巨匠に会いに出かけた。こうしてルートヴィヒ・リヒターだけ
でなく，父親のお供をしていた息子ハインリヒとも知り合いになったのだ。ハインリヒがドレスデソ
で経営していた出版社は児童書を扱っていた。そして1863年9月，ハインリヒはブッシュの作品を
出版したいと申し出てきた。ブッシュとルートヴィヒ・リヒターの親交はその後も続いていることか
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ら見て，この申し出の裏には父親の助言があったのかもしれない。ブッシュの甥ヘルマソ・ネレデケ
とオットー・ネレデケが書いた伝記には，この出会いによって「L．リヒターが，ドレスデソの出版
業者である息子のために，初めて本という形で出版されたブッシュの作品，つまり『ビルダーポッセ
ン』を手に入れることになった」1）とある。もちろんそれは単なる付き合いのうえからではなく，ル
ートヴィヒ・リヒターがブッシュの才能を見て取ったからだろう。
2．出版への道
　しかしこの本を出版するために，ブッシュは少なからず不快感を味わわねぽならなかった。その経
緯はブッシュが当時，友人で出版業を営んでいたオットー・バッサーマソに宛てた手紙によって明ら
かになる。まずブッシュは，執筆依頼を受けた1863年の10月6日に次のように書いている。「昨日彼
（出版者のリヒター）から返事をもらった。」2）そしてパッサーマソに，自分がリヒターに出す予定だ
という返事を書き添えて，次のように続けている。「そこから君はどんなことになっているのか，そ
して僕が見込んでいたことが実現しないということを十分に見て取れるだろう。返事のなかに少なく
ともまだちょっとした逃げ道を作っておいたよ。つまり，僕が自分の義務をどう捉えているかを書い
たんだ。」3）この手紙はブッシュと出版者リヒターのあいだで明らかに何か，考え方に相違が生じてい
ることを示している。いったい二人に何があったのだろうか。ブッシュがこの手紙に書き添えた出版
者への返事には次のようなことが書かれている。「1．［……］私は自分の作品をありのままに，ニュ
ルンベルクのがらくたとして，つまらない物として考えていて，その価値は芸術的な内容においてで
なく，読者の需要においてのみ求められます。2．もし私が自分の雌牛を市場に持って行くならぽ，
それを売るつもりがあります。それなら，あなたが私の本を出版できないようにする，狡猜にして愚
かな考えを私が抱いているかのような非難は，まったく浅はかなことだとお返しするだけの理由があ
るでしょう。3．私があなたに提示した条件は，あなたのミュソヘソの同僚の二三人の方々と話し合
った結果です。もしその条件が慣習や規則に反していたなら，私が商売というものに疎いことをお許
しください。4．あなたはあなたの提案によっていささか私を追い立てています。一私はあなたに下
絵をひとつ送り一私の条件を出し一この条件があなたの気に召さず一あなたは苦甘い顔をして一皮肉
にも後ろ足で横蹴りをすると，私たちの友人パッサーマソに一発食らわせそうになる。一この件を打
ち切ってしまう代わりに，むしろ私はあなたのご厚意とあなたが出した提案の調整を期待したい。私
はひどく物分かりが悪いというわけでもありませんから，今はまだ，商業的な見方でこの件を見ます
と，和解が可能なばかりでなく，私のほうでは，少なくとも依然として好ましいことに思えます。そ
れが起こるか否か，これをもってあなたの裁量にお任せします。」4）この長い返事は実際にリヒターに
出されたのだろうか。それともリヒターへ不満を友人に伝えるために，わざと大袈裟に，滑稽に書い
てみせたのだろうか。もはや一語一句に隠された背景を正確に理解することはできないが，やはりブ
ッシュとリヒターのあいだに溝があることが，少なくともブッシュのほうではそう考えていたことが
分かる。
一154一
　そして10月23日の手紙は随分と具体的に書かれている。「彼（リヒター）は僕の絵に2ルーイドー
ル払うつもりだ。6000部売ったあとで，さらに半分だそうだ。その代わり彼は最終的に三つの物語
を注文してきたよ。僕はお金が必要で，この条件は以前差し出されたものよりずっと有利だから，そ
の条件を受けておいた。」5）と書いて一応の満足感がうかがえるが，その後すぐに「僕が彼に最初に送
った話を，彼は受け取らないんだ。」6）と不満も漏らしている。11月30日には「僕が望んでいたのとは
まったく異なっているにせよ，リヒターと話がついたよ。彼が最終的に注文した三つの話は，まもな
く彼に送られた。三週間後にやっと木材をもらったんだが，驚いたことに『ヘンゼルとグレーテル』
用だったよ。その話は他で使うつもりだと，彼に書いてあったのに。一体どうしたことだろう。僕は
このことを我慢したがね。他の物語のは，今日木材が来ると良いんだけど。一三週間の長い休みはま
ったく不快なものだった。」7）と報告している。ここで言われている「木材」（H61zer）とは当時，絵
を印刷するために必要だったツゲの木材のことを指している。ブッシュは木版師のために自分が描い
た絵を左右逆にして木材に写していた。リヒターの仕事の遅さはブッシュをかなりいらいらさせてい
たらしい。
　12月12日の手紙になると「リヒターのために描いた二つの物語は今のところ四つになって，全部
で60ページ以上だ。作業は順調に進んでいるのだが，最近は遅くなってきている。分かりやすい理
由から，ここ（ヴィーデソザール）で全部仕上げることに決めたよ。だから僕の里帰りはまだ延びそ
うだ。」8）と書いてあり，仕事が軌道にのりつつも，どこかうまくいかないところがあることを示唆し
ている。そして1864年8月2日「この前リヒターに手紙を書いたよ。彼の代理人が僕に知らせてき
たことには，彼はイタリアへ旅に出ていて，やっと今月の終わりに戻って来るそうだ。彼はミュンヘ
ソに滞在していたのだろうか。」9）という手紙からは，はっきりとは読み取れないものの，出版者と作
家とのすれ違い，またブッシュがそれに不快を感じているのではないかと思わせる。
　また，rビルダーポッセン』が出版されてから8年後の1872年9月10日付けの手紙にブッシュは再
びリヒター親子の名前を書いている。「ロシュヴィッツの高地に老リヒター（ルートヴィヒ・リヒタ
ーのこと）を訪ねたんだ。外見はほとんど変わってなかったけど，彼が言うには，目のせいでもう仕
事はできないそうだよ。一もちろん息子のリヒターにおどけのつもりでもう一度会ってみたかったの
だが，家では彼に会わなかった。」10）ブッシュがこの文の「おどけのつもりで」（SpatSes　halber）とい
う言葉を，どのような意味合いで使ったか分からないが，どこか皮肉な響きを漂わせている。
　こうして1864年，それでもrビルダーポッセソ』はまず四つの物語が個々の形で，続いて一冊の
本となって出版された。しかしそれは決して恵まれた誕生ではなかった。
3．Bilderpossenの失敗
　『ビルダーポッセン』の売れ行きはかんぽしいものではなかった。この出版が不成功に終わった理
由としてまず挙げられるのは，出版者ハイソリヒ・リヒターの問題である。ハイソリヒの出版社では
たしかに児童書を扱っていた。しかしそれらはブッシュが描くようなおかしくて奇妙な物語ではなか
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った。ブッシュの研究家ヴァルター・パーペは次のように説明している。「不成功の理由はすぐに分
かる。それらの絵物語はDer　Kinderenge1．　Spruchbifchlein　fiir　fromme　Kinder（1858）や，　H．ヴェ
ーパーのDer　gute　Hirte．　GebetbUchlein　fUr　fromme　Kinder（1860）もしくはEs　war　einmal．　Ein
Bilderbuch　von　Dresdner　Kiinstlern（1862）というような，愛らしい上品さと敬慶さを備えたハイン
リヒ・リヒターの出版計画にまったくそぐわなかったのだ。」11）先に述ぺた出版までの複雑な舞台裏
を考えてみると，たしかにブッシュとリヒターのあいだには意見の相違があったことが分かる。この
出版者にとって『ビルダーポッセソ』が，特別に売り込みたいと思うほどの熱意を感じるものではな
かったとしても不思議ではない。
　さらに考えられる理由は，この本が当時の読者のニーズに合わなかったということだ。そもそも当
時の19世紀後半の社会で絵本はどのようなときに，どのような目的で買われたのであろうか。絵本
は19世紀前半のビーダーマイヤー時代から本格的に出版されるようになり，その代表的な挿絵画家
の一人に先に述べたルートヴィヒ・リヒター，つまり出版者ハインリヒ・リヒターの父親がいる。絵
本は子供たちへのクリスマスプレゼントに欠かせないものだった。それは19世紀後半に入っても変
わらなかったようだ。「子供用の本の販売は，ただ二三週間売られ，ほかの何千冊もの本と競いなが
ら置かれるという点では，他とは異なるものなのだ。」12）とブッシュの友人パッサーマンは言ってい
る。ここで言われている二三週間とはクリスマス前の期間を指している。わが子に敬慶さや柔順さを
求める親の目には，教訓的と言うよりは，滑稽で楽しい『ビルダーポッセン』が子供への贈り物とし
てはふさわしくないものと映ったのだ。
　しかしながら例外もあることを付け加えておきたい。つまり，必ずしも敬震で上品な児童書ばかり
が売れていたわけでもないのだ。rビルダーポッセソ』が出版される約20年前の1845年，世界的に名
を残した一冊の絵本がドイツで出版された。その本の題名は『もじゃもじゃペーター』（Der
Struwwelpeter，1845）だ。作者はハインリヒ・ホフr7ンというフランクフルトの精神科医で絵も自
分で描いている。この本にはブッシュが描いた悪たれ小僧マックスとモーリッツ顔負けの，言うこと
を聞かない子供たちがたくさん出てくる。筋書きもブッシュの作品に負けず劣らず奇妙なものだ。例
えぽ，どしゃぶりの日にあえて外に出て行ったローベルトは，強風にあおられて空のかなたに飛んで
行ってしまう。また，指をしゃぶっていたコンラートは仕立て屋に両手の親指を切られる。この絵本
が持つナンセソスさ，残酷さは『ビルダーポッセン』と比べものにならない。それでも『もじゃもじ
ゃペーター』は出版されてから一ヵ月のうちに1500部を売りさばき，その後も改作されながら30年
間に百回も版を重ねた。この物語のなかでは悪さをした子供たちに，必ずひどい罰が当たる。しかし
だからといって，お説教がこの本の狙いではないのだ。『もじゃもじゃペーター』はもともとホフマ
ソが息子のために作ったものだった。なぜなら彼は息子へ贈るのにふさわしいと思う本を見つけるこ
とができなくて，結局自ら筆を執ることになったからだ。ホフマンが町で見た絵本は，どれもお説教
染みた，道徳的なものぼかりだった。彼が描いた残酷でナソセンスな内容も，すべては息子に楽しん
でもらうために編み出されたのだ。
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　残念ながら『ビルダーポッセソ』は『もじゃもじゃベーター』のように脚光を浴びることはなく，
ハイソリヒ・ホフマソのように教訓を押し付けるよりも，楽しさやおもしろさを重視する大人たちに
見出されることもないまま売れ残ってしまった。
『ビルダーポッセン』の四つの物語について
　個々の物語について語る前に，題名に使われているPossenという言葉について少し説明したい。
ブッシュ研究家ブリッツ・クレーマンは，この言葉が「冗談（Scherze）」という一般的な意味だけ
でなく，演劇の専門用語，「『笑劇』，すなわち短くて粗野で庶民的な戯曲」13）でも使われていると述
ぺている。笑劇は19世紀前半から盛んに上演されるようになり，そこではオリジナリティーよりも
話の滑稽さが重要視された。ブッシュが若いころから演劇に興味を持っていたことから考えると，彼
は絵を舞台にして笑劇，ポッセソを上演しようとしたのだろう。
　それでは四つの絵物語をそれぞれ見ていくことにしよう。
『アイスペーター』（Der　Eispeter）
　これは題名どおり，氷になってしまったペーター少年の物語である。「12年の薪が乏しい／寒い冬
のこと，／誰だって家にいたがるのに／ペーターだけは氷の上に出かけずにいられない。」（S．449）こ
うしてスケート靴を持ったペーターは「死んだカラスが何羽も木から落ちてくる」（S．450）ような
寒さの中を歩いていく。彼は途中で森番のおじさんが止めるのも聞かず，「野うさぎだって耳が凍っ
て／道端でかちかちに凍ってる」（S．451）のを見てもへっちゃらだ。ズボソのお尻が凍って，腰掛け
た石に張り付いても，氷の穴に落ちても，ペーターはすさまじい執念でスケートをしようとする。し
かしそんな熱い情熱も自然の寒さには勝てなかった。ここでブッシュはペーターが凍っていく過程を
巧みに表現している。［図1］（S，454f．）「そのうち，まだ小さくはあるけれど，／お鼻の骨に氷のつら
らが突き出した。」「つららはだんだん立派になって／肉屋の包丁みたいに鋭いそ。」「つららはだんだ
ん増えてきて，／鼻のつららは槍になってる。」「そして誰もが尋ねるには：あれは誰？／きっと凍った
やまあらしだよ！」少年の鼻に下がった小さなつららが，だんだん大きく鋭くなって，やがては体全
体を覆ってしまう様子は，まるで漫画のようだ。ブッシュはしぼしば現代漫画の祖と言われるが，こ
のような描写を見るとまったくそのとおりに思える。
　助けに来た父親と叔父によって，ペーターは凍ったまま家に連れ戻される。ストーブの熱にあたっ
てペーターの氷もだんだん溶けてくるが，両親の喜びもつかの間，体がぜんぶ溶け出してしまう。こ
の異様な事態に対して両親は，涙ながらにその液体を壷にすくう。そして壷に入った大事な息子はど
こに置かれただろうか。それは墓地でも仏壇でもなく，普通の地下の貯蔵室だった。［図2］しかも，
ペーターと書かれた壷はチーズとピクルスの壷に挟まれて置いてある。そしてこの物語は傍観者のそ
っけない言葉で終わる。「あらまあ！　この石の壷のなかに，／そこにあのペーターは詰められて，／
あの子ははじめは堅くって，／あとでバターみたいに柔らかくなった。」（S．464）このように皮肉め
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いた，簡潔な文章はブッシュの得意とするところだが，最後の場面ではそれがよく表れている。
　また，溶けてしまったペーターを納めた壷の図は，見るものに滑稽なだけでなく気味悪さを感じさ
せる。実際，リヒターの出版社で不成功に終わったこの作品が，1880年にパッサーマンの出版社で
再び日の目を見る日がやって来たとき，『アイスベーター』の最後の場面，ペーターの名残が入った
壷の図は省かれてしまった。それはパッサーマンが，読者をぞっとさせるこの絵はないほうが売れる
と見込んだからであろう。ヴォルフガング・カイザーは『アイスペーター』の結末について，次のよ
うに述べている。「滑稽文学の概念ではもはや解釈には十分ではない。私たちに笑い，恐れ，困惑と
いった葛藤を起こさせる，このような異化した世界の状態を表すのに，ほかの言葉を使おう。それは
一158一
IPeten
Jaja！【n　dに5em　Topf　von　Stein，
Da　madite　rrvan　den　Peter　ein，
、％
　　＼
．．一三＝謹よ＿
養i
D r，　nadhdem　eτanfangs　hatt，
Spiter　weiCh　wie　Butter．　ward・
図2
Hiε【kann　man　5io　nodl　erblidくen、
『εin　8曜5山roeεn　腿nd　in　5t繭Ckεn■
蟷藩
Dod覧509lei出verzεhre巳5ie
Md5肚εr　M甜εr5　FedeMeh．
図3
つまりグロテスクという言葉だ。」14）グロテスクな場面と言えぽ『マックスとモーリッツ』の最期も
あてはまるだろう。マックスとモーリッツは，あまりにひどいいたずらを繰り返すので，粉屋で粉に
されてしまう。それでも，「ここでもまだ二人を認めることができる，／細かく挽かれて粉々だ。」［図
3］（S．67）二人はかろうじて原型をとどめようとするが，それも長くは続かない。次の場面でアヒ
ルに食べられてしまうのだ。ここではマックスとモーリッツの最期が，おかしな絵とそっけない文章
で伝えられている。そして読者は『アイスペーター』のときと同様，滑稽さと残酷さのあいだに置か
れることになる。
　ブッシュが雑誌Fliegende　Blatterに書いた話の中に，『アイスペーター』と似ているものがある。
それは『厳しい冬』（Der　harte　Winter）という小話で，あるとても寒い冬の日にスケートをしてい
た男が穴に落ちる。そのとき男の喉が鋭い氷にぶつかって，首が切れてしまう。友達が離れた頭を胴
体に乗せてやると，凍って元のとおりにくっつく。ところがあとで男が鼻をかもうと，鼻をつかんだ
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とたん，再び頭が転がってしまった。しかしこの話は『アイスペーター』のようには終わらない。頭
を無くした男は板かつぎ屋になって成功する。なぜなら長い板を持ち上げてかつぐとき，普通の人の
ように頭がじゃまにならないため好都合だったのだ。ブッシュは他にも主人公が凍ってしまう物語を
描いている。例えぽrソーセージ泥棒』（Der　Wurstdieb）ではソーセージを盗もうとした少年ルー
イが，その家の犬に捕まった。犬にズボンのお尻をくわえられたまま，冷たい雨に濡れたルーイは堅
く凍ってゆく。隣人が凍った少年を家に運ぶ途中で転んでしまい，結局ルーイは粉々になってしま
う。［図4］（S．377）この話は最後の文句「それで良き隣人はさっさとほうきを取り出して，かつて
ルーイだったものを掃き出してしまった。」も，簡単で皮肉めいている。もう一つは『冷たいお話』
（Eine　kalte　Geschichte）で，冬の寒い晩に酔っ払って帰宅したツヴィール氏が主人公だ。彼は玄関
までたどり着いたものの，酔っているために鍵をうまく鍵穴に差し込むことができない。朝になって
彼の妻が牛乳用の瓶の上で凍っている夫を見つける。しかし妻はツヴィール氏が凍ったことよりも，
牛乳を入れる瓶が使えなくなったことを考える。そして牛乳屋のピーター夫人に小さな壷を差し出し
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てこう言う。「私の良人ツヴィールが凍りついちゃったわ！／これからはね，ピーターの奥さん，／四
分の一リットルお願いするわ！」（S．955）このように人が凍ってしまう場面を何度も使われている
ところを見ると，ブッシュはこのモチーフがお気に入りだったようだ。
『猫とネズミ』（Katze　und　Maus）
　この物語は先に述べたPossenという言葉の，演劇的な意味合いが最も強く表れている。まず最初
の場面には，芝居で使われる脚本のように登場人物，場所などのト書が記されている。「話の場所：
台所。／左にネズミの巣穴，右に長靴に空いた穴。／ポソプ。／ズボンが掛かっている洋服掛け。／納屋
用ランプと靴墨の入った壷。」［図5］（S。465）ブッシュはほかの絵物語にもこのようなト書をつける
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ことがあった。『おしゃぶり』（Der　SchnUller）には最初に「人物　おぽあさん，子供，犬その1，
犬その2，スズメバチ，じょうろ，納屋用ほうき，おしゃぶり」［図6］（S．226）と書いてある。も
っと詳しく書いてあるのは『粉屋と煙突掃除夫』（Mtiller　und　Schornsteinfeger）だ。「5幕の劇／人
物：ハソス，粉屋でナンニとファニイの恋人／フラソツ，煙突掃除夫で同様にナソニとファニイの恋
人／ナンニ，料理女でハソスとフラソツの恋人／ファニイ，女中でフラソツとハンスの恋人／話の場所
は1，2，3，5幕は台所，4幕は屋根の上」［図7］（S．244）これだと何やら複雑そうな印象を受ける
が，すったもんだの末に大団円を迎えるという簡単な物語だ。このような物語はブッシュの演劇への
興味をうかがわせている。
　『猫とネズミ』は猫とネズミが追いかけっこをして，結局猫が負けてしまうという単純な物語だ。
しかしただそれだけで終わるのではなく，ほんの数分間の追いかけっこのなかに，ブッシュはいろい
ろな仕掛けを用意している。猫はガラスを割りながらランプをくぐり抜けたり，ネズミのあとを追っ
てズボンの中に入ったり，長靴が頭にはまってしまったりする。［図8］（S．468f．）ブッシュはこれ
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らの場面を生き生きと，スピード感を持って描き出している。動物や人間が繰り広げる追いかけっこ
は，ブッシュの作品によく見られる。例えぽ1879年に出版された『お猿のフィップス』（Fipps　der
Affe）では［図9］（Bd，1，S，370f．），軽やかなタッチで，より簡潔に描かれている。
　r猫とネズミ』の最後では勝利をもたらした長靴を囲んで，ネズミたちがにぎやかに踊っている。
「でもネズミたちは輪になって／跳ね回り歌う：／おとなしい長靴には穴はある！／長靴万歳！万々
歳！」［図10］（S．476）それはまるでオペラか大芝居の華やかなフィナーレのようだ。ここにも演劇
的な香りが漂っている。
『パイプを持ったクリシャン』（Krishcan　mit　der　Piepe）
　この物語だけは低地ドイツ語で書かれているが，ポッセンにはよく方言が使われていた。主人公ク
リシャソは，パイプに触れてはいけないという父親の言い付けを，いとも簡単に破ってしまう。今，
クリシャンはブッシュの作品で常連になっている不良少年の入り口に立っている。酒やタバコに手を
出す少年たちを，ブッシュはしぼしぽ描いている。『猿と靴屋の見習い』（Der　Affe　und　der　Schuster－
junge）に出てくる酒のビンを抱え，タバコをふかす少年［図11］（S．266）は見るからに悪そうだ。
また，1871年の『パドゥアの聖アントニウス』（Der　Heilige　Antonius　von　Padua）のアソトニウスも
少年時代は学校をさぼってタバコを吸っていた。なかでも1875年から描かれた『クノップ三部作』
（Die　Knopp＝Trilogie）に出てくるクーノはひどいものだ。クノップ氏は教師をしている友人デービ
ッシュを訪ねる。デービッシュはクーノにワイソを取ってくるように言い付けるが，クーノはワイン
を自分で飲み干し，その代わり空き瓶に雨水を詰めて戻って来る。デービッシュに叱られるとクーノ
は柔順に反省したふりをして，隠れてにやりと笑う。さて，パイプを手にしたクリシャソも彼らのよ
うな不良少年になってしまうのだろうか。
　しかし彼がパイプをゆらしたとたん，摩詞不思議な世界に取り込まれてしまう。周りにあった杖や
ヌDer　2【『f¢u腕b　beじ∈幼u硅eじ餌騰ぢ¢
DeτA仔e　siヒz巨n　san良er　Ruh＿
Der　Sdhu5terbube　schleidit　her：u．
図11
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傘，ストーブたちが踊りだし，パイプからはパイブの精が飛び出してくる。パーペはこの場面がハソ
ス・クリスチャソ・アソデルセソの『空飛ぶトラソク』にヒソトを得たものではないかと述ぺている。
『空飛ぶトラソク』は表題通り，空を飛ぶことができる魔法のトラソクを手に入れた男の話だが，そ
のなかで主人公がある物語を話す。そこでは台所用具たちがにぎやかにおしゃぺりを始める。その騒
ぎの様子が，『パイプを持ったクリシャソ』の物が動き出す場面と似ているというのだ。この説はた
だのこじつけとは言えない。アンデルセソの童話集は1835年に出版されていて，ブッシュ自身も「歌
の本の詩，聖書の話，そしてアソデルセソのメルヒェソの選集は私の最も初期の時代の読み物でし
た。」15）と短い自伝に書いている。また，これはプッシュの作品にしては少々異色なものと言えるか
もしれない。彼の作品では動物はしぼしぼ動き回ることはあるが，物に命がふきこまれることはほと
んどない。クリシャソが倒れ込み，その周りをみんなが踊り回る様子は，パイプの煙の，雲のように
長くたなびく特性とともに巧みに表現されている。［図12］（S。484）ひっくりかえったクリシャソに
合わせて，ブッシュは絵まで逆にしてみせた。
　寝込んでしまったクリシャソだったが，優しいお母さんがもって来てくれたコーヒーによって，少
し回復する。しかし，隣に座ったお父さんが持っているパイブからは目をそむけている。クリシャソ
はブッシュの作品の中で，不良少年にならずに済んだめずらしい一例と言えるだろう。
『ヘンゼルとゲレーテル』（Htinse1　und　Gretel）
　この物語はグリムの同じ名前のメルヒェソと大筋は一緒である。しかし細かい点ではいろいろと違
っている。まず子供たちを巡る状況が大きく異なっている。グリムの話では貧しいがために両親が子
供を森に捨てに行くのだが，ブッシュのほうは二人の家が特に貧乏なわけでもない。そして「子供
達，とお母さんが言うことには，／森に入ってはいけませんよ。」（S．489）というと最初の場面が始
まり，次の場面ではもう子供たちが，うさぎを追って森に入ってしまう。そして，魔女が登場するも
％多多ノ勿’
・．”vｭ
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　　　　　　図12
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のの，お菓子の家はまったく見当たらない。しかしこちらの魔女には間抜けそうな顔をした人食い男
の相棒がいる。そしてブレーツェルを使って子供達を捕まえてしまう。魔女の家に連れて行かれたヘ
ソゼルとグレーテルは二人一緒に濫に閉じ込められてしまう。この魔女の家はごく普通の質素な民家
に見える。［図13］ここに吊るされているブレーツェルのなかには，男の子と女の子の形をしたかわ
いらしいブレーツェルも見える。人食い男のパイブは，おそらく本人を模したものであろうが，おか
しな人型になっている。やはりグリムのものと違う点は魔女はすぐにお湯を沸かし，子供たちを食べ
ようとする。しかし二人の子供は早々に，そして簡単に魔女をお湯が煮え立つ大釜へ押しやってしま
う。そして残る敵，人食い男もあっさりと濫に閉じ込め，川に投げ込む。グリムの話に比べるとブッ
シュのほうは話の展開がとても早い。二人は戦利品のブレーツェルをばくつきながら，家へと戻る。
その表情はもう少しで命をなくすところだったとはとても思えない。思わぬところでおやつを手に入
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れて，うきうきとしている。まるでちょっと散歩にでも行っていたような雰囲気なのだ。グリムの場
合，帰って来た二人を心配していた父親が温かく迎えるのだが，それもまったく変えられている。こ
こで兄妹を待っているのはお母さんの鞭だった。魔女や人食いを前にして，あんなに大胆に立ち回っ
た二人が，鞭を見てブレーツェルを落とし，お尻をかぼっている。ブッシュの描くヘソゼルとグレー
テルにとっては，母親の鞭が何よりも恐ろしいのだ。この物語は，「今や二人は森から出てくる，／お
母さんはもう家から見ている；／お母さんはおいでと言いながら鞭を見せる：／それでは，おやすみ！
ありがとう！」［図14］（S．501）という滑稽な終わり方をしている。ブッシュの『ヘンゼルとグレー
テル』は全体を通じて，グリムのメルヒェンよりもはるかに単純で喜劇的なものになっている。それ
は，この物語があくまでもポッセン，笑劇として作られているからだ。
　ブッシュはヘソゼルとグレーテルの話をとても気に入っていたらしく1861年にHansel　und　Gretel
というオペレッタをつくっている。この作品は翌年の1862年，ミュンヘンのカーニヴァルで芸術家
集団Jung　Miinchenの全面的なプロデュースをすることになったブッシュが，『ドイツメルビェンの
世界』（Die　deutsche　Marchenwelt）という題名で仮装行列を企画した際に上演され好評を博した。
ブッシュは若いころ故郷の民話を聞き集めたこともあり，民話には大いに興味を持っていた。その指
向は後になってからも変わることはなく，ブッシュの素朴で飾ることのない絵物語を生み出した。
　当時の児童書には，子供を従順で敬』斐にするため，教訓を押し付けようとするものがあり，また同
時に一方では，子供時代を純真無垢なものだと美化する傾向もあった。しかし『ビルダーポッセン』
はどちらの傾向にもあてはまらない。ブッシュは1863年にパッサーマンに宛てた手紙のなかで『ビ
ルダーポッセン』について，「僕が思うにこれは，自分が今まで作ってきたなかで，もっとも独創的
なものに属する」16）と書いている。確かにこの本では，まだブッシュの本領は発揮されていないが，
それでも各物語が彼のその後の作品の原型を含んでいると言えよう。つまり，ブッシュの優れた技量
と独自性は，すでにこの本のなかで芽吹きはじめているのだ。
注
テキストはWilhelm　Busch，　samtliche　Werke　1，　II．　Hg．　von　Rolf　Hochhuth．　M血1chen　1982．を使用した。テキス
トからの引用はページだけを示し，同ページからの引用が続く場合は表示を省いた。
注においてWilhelm　Busch　JahrbuchはWBJBという略章を用いた。
1）Otto　und　Hermann　N61deke：Wilhelm　Busch＝Buch，　Berlin　1930．
2）Wilhelm　Busch．　Stimtliche　Briefe．　Bd．1．　Hg．　von　Friedrich　Bohne．　Hannover　1968．　S．26．
3）ebd．
4）　ebd．　S．26f．
5）　ebd．　S．27．
6）ebd．
7）ebd．
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??
??
10）
11）
12）
13）
14）
15）
16）
ebd．　S．28．
ebd，　S．30．
ebd．　S．87f．
Walter　Pape：Uber　Wilhelm　Buschs　KinderbUcher．　In：WBJB　1979　und　1980，　S．12f．
Brief　von　Otto　Bassermann　an　Busch　vom　20。6．1879TAbschrift　im　Wilhelm－Busch－Museum．　ebd．　S．13．よ
り再引用。
Fritz　Kleemann：Papiertheater．　In：WBJB．1978．　S．58．
Woifgang　Kayser：Wilhelm　Buschs　grotesker　Humor．　G6ttingen　1958．　S．10．
Wilhelm　Busch，　samtliche　Werke　II．　Hg．　von　Ro旺Hochhuth．　M血1chen　1982．　S．11．
Wilhelm　Busch．　Samtliche　Briefe．　Bd．1．　a．　a．0．，　S．26．
Res血mee
　　Wilhelm　Busch　hat　1864　die　Bilderpossen　aus　4　Bildergeschichten　schon　vorルfex　undル翻’t2（1865）
geschrieben．　Dieses　erste　Buch　von　Busch　blieb　unpop丘lar，　aber　das　enthielt　schon　Keime　von　seiner
Technik　und　seinen　Konzepten，　wenn　sie　auch　noch　nicht　so　reif　sind．
　　Das　Verhaltnis　zwischen　Busch　und　seinem　Verleger　Richter　war　nicht　gut．　Daher　kamen　Bilder一
ρ05εθπnicht　leicht　zum　erscheinen．　Das　Buch　verkaufte　sich　schlecht．
　　Busch　benutzte　das　Wort　Possen　auch　im　theatralischen　Sinn．
　　1）er　Eispeter　hat　ein　drolliges，　aber　unheimliches　Ende，　in　dem　sich　der　gefrorene　Held　Peter　in　Brei
verwandelt．　Das　verwandte　Motiv　mit　gefrorenen　Figuren　behandelte　Busch　auch　in　seinen　anderen
Geschichten．
　　Katze観4ルfaus　mit　der　BUhnenanweisung　zeigt　uns　lebendig，　wie　eine　Katze　einen　Maus
nachlauft．
　　Busch　stellt　die　dritte　Geschihte　Krischan〃zit　der、Piepem　im　Niederdeutsch　dar．　Hier　klingt　ein　Mar－
chen　von　H．　C．　Andersen　an．
　　Die　letzte　Geschichte　Hansel　u加1　Gretel　ist　eine　Parodie　des　Grimmschen　Marchens．　Aber　die　von
Busch　ist　noch　einfacher　und　komischer．　Busch　verarbeitete　das　Marchen　auch　zu　einer　Operette．
　　Jede　Geschichte　besteht　aus　einfachen　Zeichnungen　und　k丘rzen　Texte．　Das　ist　das　Gnlndelement
von　Busch，　das　immer　Wieder　in　se血en　Geschichten　erscheint．　Schon　in　den別娩η）ossen　zeigt　sich
schon　seine　Kunstrichtung，　die　sich　spater　weiter　entwickehl　sollte．
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